平成27年度以降の次世代計画の策定方針
～島根県子ども・子育て支援事業支援計画（仮称）の策定方針等～
１．計画策定にあたっての留意事項
新たに策定する計画は、子ども・子育て支援に関する事項を定めている既存の計画と調和が保たれたものとすることが必要である。
（※子ども・子育て支援法に基づく基本指針（案）第三の一の６参照）
【子ども・子育て支援に関する事項を定めている主な計画】
○島根県次世代育成支援行動計画（青少年家庭課）
○島根県ひとり親家庭等自立支援計画（青少年家庭課）
○しまね青少年プラン（青少年家庭課）
○島根県障がい者基本計画（障がい福祉課）
○島根保健医療計画（医療政策課）
○しまね教育ビジョン２１（教育庁総務課）
　　　　※（　）内は計画を所管している課
２．計画策定方針（案）
以下の計画を１つ（一体）の計画として策定する。
①島根県子ども・子育て支援事業支援計画
②島根県次世代育成支援行動計画
③島根県ひとり親家庭等自立支援計画
【理由】
・３つの計画は多くの記載事項が重複（※「別添」参照）
・計画を所管が同一の課（青少年家庭課）
・一体の計画にすることで、総合的に施策を推進
３．今後の審議方針（案）
○既存の「島根県次世代育成支援行動計画」、「島根県ひとり親家庭自立支援計画」については、これまでの評価・反省を行う必要がある。
○「島根県次世代育成支援行動計画」、「島根県ひとり親家庭自立支援計画」のみに関する事項等については、「島根県子ども・子育て支援事業計画」の審議とは別に審議を行う必要がある。
資料４





子ども・子育て支援推進会議の下に部会を設置し、審議を行う。


【設置部会】


　　○少子化対策推進部会


　　○ひとり親家庭等自立支援部会








